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情報システムの適用範囲の推移
増加傾向にある社外システムへの投資

※出展：GPC2006 基調講演「世界最先端の電子商取引～日本、その未来～」抜粋
　　　　　http://www.rosettanet.gr.jp/events/GPC2006/doc/keynote.pdf

出所：平成１６年情報処理実態調査（経済産業省）
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異なったシステム間の連携
標準化された手法が必要不可欠

用
語

難度が高い！

標準化標準化
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サプライチェーンマネジメント（SCM）
ビジネス情報は一つのグローバルな共通言語で

10
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ロゼッタネット（RosettaNet）とは？
B2B標準の策定と実装推進
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ロゼッタネットのビジョンロゼッタネットのビジョン

　オープンなビジネスプロセス標準により、グロー

バルなサプライチェーンに跨るB2Bの統合を可能

にし、B２Bの拡大を可能にして行きます。

　その結果として棚卸資産の軽減、処理コストの

削減、市場への投入時間短縮等を目指します。

ロゼッタネットの展望と役割ロゼッタネットの展望と役割
＜電子商取引上のグローバル標準としてのリーダー＞

　ロゼッタネットはインターネットベースでのビジネ

ス標準（共通言語、オープンなビジネスプロセスを

創造を含む）を協働して開発し、早く世の中に展

開していくことを推進していきます。

　そして、利用者に、目に見える効用とグローバ

ルな電子商取引網の進化を提供して行きます。
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サプライチェーンを支えるロゼッタネット
ロゼッタネットの開発する３つの標準

受発注
Order

需要創造
Demand
Creation

決済
Payment

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ
Logistics

設計
Design

予測・計画
Forecast

製造
Manu-
facture

ビジネスビジネス
プロセスプロセス
（（PIPsPIPs®®））

メッセージメッセージ
サービスサービス
（（RNIFRNIF））

ロゼッタロゼッタ
ネットネット
辞書辞書

用語は・・・

ビジネスプロセスは・・・
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XML

*1：RosettaNet Implementation Framework
*2：Partner Interface Processes
*3：eXtensible Markup Language

*1

*2

*3

送信手段は・・・
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世界に広がるロゼッタネット

グローバル組織の役割
-新規カウンシルの設置
-世界組織構造、グローバル会費の決定
-RNIF, PIP®標準、PIP®開発手法の承認

-世界標準の開発
-地域標準開発の承認
-マーケティングツールの開発
-RosettaNet標準の知的所有権管理

地域組織の役割
-実装
-地域会員の開拓
-地域会費の決定
-地域組織の運用、予算管理
-世界標準開発への参加
-地域標準の開発（グルーバル組織の承認必要）
-地域会員への教育、研修、セミナー開催
-地域向けマーケティングツールの開発 (PR, web)

全世界で500以上の企業が参加するグローバルな団体

エグゼクティブ･カウンシルGS1 US

CCE SM EC TCSP LG

韓国 台湾日本日本

マレーシア

中国フィリピン

オーストラリア

ロゼッタネット・アジア

シンガポール

Council
CCE:Computer&Consumer Electronics LG:Logistics
SM  :Semiconductor Manufacturing SP:Solution Provider
EC  :Electronics Components TC:Telecommunications

全世界会員企業数全世界会員企業数
500500社以上社以上

ロゼッタネット社長：Mr. Herman P. Stiphout
ロゼッタネット・

ヨーロッパ

タイ

ロゼッタネット・

アメリカ
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環境情報提供の問題点とその解決策
負担の軽減が最大の課題
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企業毎に異なる要求
•化学物質

RoHS規制物質
JIG* A&B
プライベート

•構成
品目レベル
均質材料レベル
部位レベル

•入力フォーマット
紙
Excel
Web　　等

手入力による誤記入
取扱いデータ量の増大

*：Joint Industry Guide

負担軽減

自社の
コンテンツ整備

業界標準の
策定

自動化プロセス

法令動向把握
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マテリアル・コンポジション プログラム①
含有化学物質情報を交換するための標準策定

この情報を集めることは、階段上に

連続する滝のようなサプライチェーンを
下りながら行い、1つの問合せに対し、
それを通して、複数倍の返答が返って

きます。現在、多くの会社が、独自

仕様か、手書きの方法を取っています。

ロゼ
ッタ
ネッ
ト標
準を
使い
、自
動化
プロ
セス
を実
現

ロゼ
ッタ
ネッ
ト標
準を
使い
、自
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現
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マテリアル・コンポジション プログラム②
含有化学物質情報を交換するための標準策定

概要
　マテリアルコンポジションのビジネスプロセスは、企業がサプライヤーと顧客の間で
含有化学物質情報を交換する必要が有ります。
　最終的にはこれらの情報は製品に関する他の技術情報と共に自動的に提供される
ことが望まれます。
　この新しいプロセスを推進する必要があるのは、近々発効される法規制や市場から
の要求が高まっているからです。

価値提案
　各国政府の法規制を遵守し、顧客の新たな期待に対処するために、ハイテク業界の
サプライチェーンを、含有化学物質情報並びに関連する情報をインターネットを介し、
グローバルに標準化された自動プロセスで交換する様に合理化します。

プログラムスポンサー
Agilent Technologies、Cisco Systems、Ericsson、Future 
Electronics、Intel、Kyocera、LG Electronics、Motorola、National 
Semiconductor、Nokia、Siemens AG、Sony Electronics、
STMicroelectronics、Texas Instruments
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ロゼッタネットによるデータ送信
顧客とサプライヤのバックエンドシステムを連携

PIP®メッセージ

Supplier
Internet

B2B Server

DB Data

Buyer

B2B Server

DB

PIP®
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Fire
wall

Fire
wall

* PIP®=Partner Interface Process®
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フォーマットに依存しないロゼッタネット
各種フォーマットで定義されているコンテンツに対応可能

環境 営業 品質

A B C D E

A B C D ECB C

サプライヤ

３
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ロ
ゼ
ッ
タ
ネ
ッ
ト
に
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る
環
境
情
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独自IPCJGPSSI
データ
マッピング

A B C D ECB C

A B C D E

バイヤX バイヤY バイヤZ

環境 営業 品質

サプライヤ

RosettaNet

バイヤX バイヤY バイヤZ
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B2Bによる情報取得の効果
購買系は大手企業、環境は中小企業からの収集がキー

購買系情報 環境情報

*：Small and Medium-Sized Enterprises
取引企業数

取
引
額

SMEs*（中小企業）
からの情報収集
がキーとなる！
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含有物質調査フォーマットの標準化活動
関連組織相関図

JointJoint
IndustryIndustry

GuideGuide
JGPSSIJGPSSIJGPSSI (EICTA)(EICTA)

EIAEIA

日本 欧州

JGPSSI
Format

Excelベースのファイル形式
標準型と詳細型
Ver.3リリース＠2006/1

iNEMIiNEMIIPCIPC

RosettaNetRosettaNet

IPC1752

PDF形式（Ver.7.0↑）
IPC-1752-1/1752-2
Ver.1リリース＠2006/3

JEITAJEITA IEC/TC111IEC/TC111IEC国内委員会

国際
標準化

JEDECJEDEC米国
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含有物質調査フォーマット
Joint Industry Guide (JIG)に準拠した２フォーマット

1) JGPSSI Format
JGPSSIにて開発
Excelベースのファイル形式
標準型と詳細型で構成される
Rolled Format前提 →製品内の化学物質（群）のみ
Ver.3を、1/13にリリース　（現在、Ver.3.11）
　→ http://210.254.215.73/jeita_eps/green/green11.htm

2) IPC-1752
iNEMI，IPC，RosettaNetにて開発
PDF形式（Ver.7.0） ⇔ XML* →データのインポート/エクスポート機能あり
IPC-1752-1/1752-2で構成される
Full Format対応 →BOMレベルの記述が可能
Ver.1.0を3/9にリリース　（現在、Ver1.1策定中、Ver.2.0が最終版となる予定）
ANSIを通して、公式リリースする予定。TC111 WG1にて米国が提案。
　→ http://members.ipc.org/committee/drafts/2-18_d_MaterialsDeclarationRequest.asp

2005/5/25に発行

*：eXtensible Markup Language
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含有物質調査フォーム “IPC1752”
６つの申告クラス

RoHS
Yes/No

JIGの
物質情報

均質材料レベル
の物質情報

製造工程
情報

申告クラス

・均質材料レベル
　のRoHS報告

・均質材料レベル
　のRoHS禁止
　物質報告
・品目レベルのJIG
　A＆B及びその他
　の物質(群)報告

・均質材料レベル
　の物質報告
・JIG A＆B及び
　その他物質
 (化合物)報告

・製造工程に
　関する情報 IPC

1752-1
IPC

1752-2

Class 1 ○ ○ ○

Class 2 ○ ○ ○ ○

Class 3 ○ ○ ○

Class 4 ○ ○ ○ ○

Class 5 ○ ○ ○

Class 6 ○ ○ ○ ○

…Companies supporting the development and/or use of the IPC-1752 standard include 
Celestica, Cisco Systems, Delphi Corporation, Foxconn, Freescale Semiconductor, Intel 
Corporation, Maxtor, Sun Microsystems, Teradyne Connections Systems and Texas 
Instruments…　(iNEMI, IPC, RosettaNet共同プレスリリース抜粋＠2005/4/19)
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含有物質調査フォーム “IPC1752”①
IPC1752-1,1752-2／シート１

製造工程情報

依頼者情報

回答者情報

申告書のクラス
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含有物質調査フォーム “IPC1752”②
IPC1752-1,1752-2／シート２

RoHS対象
含有化学物質
申告書

RoHS適用
除外

Click!Click!

このボタンで、PDFからXMLが生成
される。（Ver.2.0ではPIPに対応）
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含有物質調査フォーム “IPC1752”③
IPC1752-1／シート３

含有化学物質
申告書
（JIG準拠）
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含有物質調査フォーム “IPC1752”④
IPC1752-2／シート３

含有化学物質
申告書

（均質材料当たりの
その他化学物質）
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バイヤから見た環境情報収集方法
SMEｓ向けには簡易入力フォームが必要

SupplierBuyer

Supplier （SMEs）

DB
メール
，FTP

変換インターフェイス

IPC
1752

IPC
1752

DB
B2Bサーバー B2Bサーバー

メール，FTP

ASP*経
由

PIP

へ
の
対
応

※PIPはXML。IPC1752はXMLインポート，エクスポートが可能。
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*：Application Service Provider
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NokiaのB2Bによる環境情報取得
PIP2A13とIPC1752の併用
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Ref: 「Managing Material Composition information at Nokia today and in the Future」（Mr. Veli Isoniemi）
　　　＠GPC2006　→ http://www.rosettanet.gr.jp/events/GPC2006/doc/2-2-C.pdf より抜粋
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ロゼッタネットジャパン会員企業数
ボード及びパートナー会員
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会員企業・団体数
合計：75

（2006年4月現在）
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RNJ-環境情報WGの活動
2006年度の活動スコープ

１．実装プロモーション
PIP実装拡大
実装ガイドライン作成
IPC1752日本語版リリース
データモデル検討

２．コンプライアンス
国内外の法規制調査（EuP、REACH等）
国際標準化動向調査（IEC/TC111他）

３．他団体との協調
JGPSSI、iNEMI/IPC等との連携
川上～川下業界との情報交換（サプライチェーン拡大）

４．情報発信
ワークショップ企画
セミナー講演
プレスリリース
「環境情報お助けサイト」のコンテンツ拡充

５
．
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（
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の
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REACHとは？

Regulation concerning the Registration（登録）, Evaluation（評価）,
Authorization（認可） and Restriction（制限） of Chemicals

化学物質の年間生産数量に応じ、物質を登録や評価、認可等を義務付けるもの。

欧州委員会より欧州理事会、欧州会議に提出、2005年末にそれぞれで修正規則
案を採択。今後のスケジュールは下記の通り。

　2006年秋：欧州議会における共通の立場の採択（第二読会）
　2007年春：REACHの施行
　2008年 ：欧州化学庁の発足（運用開始）
施行後、既に市場に出ている既存物質は段階的にREACHに取り込まれる。登録は
数量によって異なるが、発効後、下記のような期限となる。

　・3年以内（2010年）：年間1,000㌧以上及び1㌧以上のCMRs*
　・6年以内（2013年）：年間100㌧以上
　・11年以内（2018年）：年間1㌧以上

５
．
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ッ
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ジ
ャ
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ン
（
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N
J）
の
活
動

*CMR：Carcinogens, Mutagens and Toxic to Reproduction
=発がん性、変異原性、生殖毒性

RoHSの次に来るもの…REACH①

REACH（欧州化学品規則）（欧州化学品規則）REACH
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RoHSの次に来るもの…REACH②
REACHのポイント

・既存化学物質について、年間1㌧以上の化学物質を製造又は輸入する業者に登録
　を義務づけ、そのリスク評価の実施を産業界に移行。（既存化学物質は10万件に
　及ぶ。）

・製造・輸入業者が行ったリスク評価において想定されている暴露シナリオとは別の

　用途に当該化学物質を使用する場合には、ユーザー業界にも新たな暴露シナリオ

　に基づくリスク評価を義務付け。（ハザード管理からリスク管理へ。）

・物質（Substance）だけでなく、調剤（Preparation）や成型品（Article）まで
　が対象。（化学物質メーカーだけでなく、サプライチェーンにおける川下の化学物質

　ユーザー企業にまで規制対象が広がることを意味する。）

・EU加盟各国の行政や企業は、情報を共有するためのシステムを構築。
　⇒ REACH-IT：IUCLIDというDBを基盤としたシステム。EU加盟各国のDBと

同期し、整合性を持たせる。

（利用条件は、①EUに法人を持つ、②EUで製造する、③EUで
　材料を調達し、日本で製造する、のいずれか。）

５
．
ロ
ゼ
ッ
タ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
（
R

N
J）
の
活
動
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環境情報ポータル～環境情報お助けサイト
RNJトップページのアイコンからワンクリックでアクセス！

DTIガイダンス
ノートの和訳等、

RNJ独自コンテンツ
も多数掲載

RNJRNJトップページトップページ

５
．
ロ
ゼ
ッ
タ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
（
R

N
J）
の
活
動

クリック !

■各種法令資料（→コンプライアンス）
■JIG等の調査物質情報
■マテリアルデクラレーションフォーマット
■他団体・組織の情報や動向
■JIG－JGPSSI－RNTDのデータ比較
■環境関連のロゼッタネット標準
■リンク集
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目次
本日の発表内容

1.サプライチェーンの構築
2.グローバル標準～ロゼッタネット
3.ロゼッタネットによる環境情報交換
4.大手・中小企業双方への対応
5.ロゼッタネットジャパン（RNJ）の活動
6.今後の環境情報のあり方
7.まとめ
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取引条件の変化
環境保証は必須条件に

1995 2000 2005 2010
Q:Quality
C:Cost
D:Delivery

Q:Quality
C:Cost
D:Delivery
E:Environment

グリーン調達 RoHS施行

(2003) 2006

環境部門
開発部門品質部門

調達部門

コンプライアンス 環境配慮設計（DfE）

技術部門

企業イメージ

Main Section

６
．
今
後
の
環
境
情
報
の
あ
り
方

DfE:Design for Environment
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今後の環境情報の位置づけ①
現状の設計プロセス

・・・

技術情報

環境

CRM

納入
仕様書

外形

電気特性

環境

資材

・・・

Mail, Fax,
Web 等

含有化学物質 値段・品質

環境 コスト

NG NG

OKOKOK

代替品or再設計

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

3
D
デ
ー
タ

電
気
特
性

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

SupplierSupplierBuyerBuyer

６
．
今
後
の
環
境
情
報
の
あ
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方
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今後の環境情報の位置づけ②
設計プロセスの業務改革（BPR：Business Process Re-engineering）

設計情報
DB

Virtual

OK

外形

電気特性

環境

資材

・・・
・・・

環境

CRM

納入
仕様書

技術情報

SupplierSupplierBuyerBuyer

寸法,電特,環境,
値段など設計に
必要となる情報が
管理された設計
部品のＤＢ

６
．
今
後
の
環
境
情
報
の
あ
り
方



37
 2006 Copyright RosettaNet & RosettaNet Japan.

今後の環境情報の位置づけ②
設計プロセスの業務改革（BPR：Business Process Re-engineering）

設計情報
DB

Virtual

B2B
Server

B2B
Server

RosettaNet

外形

電気特性

環境

資材

・・・
SupplierSupplierBuyerBuyer ・・・

環境

CRM

納入
仕様書

技術情報

「環境情報」は様々な
『技術情報』の一つの
コンテンツに過ぎない

寸法,電特,環境,
値段など設計に
必要となる情報が
管理された設計
部品のＤＢ

６
．
今
後
の
環
境
情
報
の
あ
り
方

OK
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目次
本日の発表内容

1.サプライチェーンの構築
2.グローバル標準～ロゼッタネット
3.ロゼッタネットによる環境情報交換
4.大手・中小企業双方への対応
5.ロゼッタネットジャパン（RNJ）の活動
6.今後の環境情報のあり方
7.まとめ
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まとめ
ロゼッタネットにおける環境情報活動

フレキシブルな環境情報交換
• グローバル標準、大手～中小企業に対応
• JGPSSIフォーマットやIPC1752等にも対応

→ロゼッタネット実装拡大
社内のBusiness Process Re-engineering
• 「環境情報」は『技術情報』のひとつ（EIM*活動）

→RNJのEIM-extended-WG
今後のコンプライアンスの方向性
• REACH等法令動向調査 →RNJの環境情報WG

RNJの環境情報WGでは、RosettaNetによる環境情報
交換の実装を推進すると共に、様々な情報収集・共有を行っ
ております。皆様の活動へのご参加をお待ちしております。

７
．
ま
と
め

*：Engineering Information Management



http://www.rosettanet.org
http://www.rosettanet.gr.jp

ロゼッタネットジャパン事務局
e-mail: rnj-contact@rosettanet.gr.jp

Tel:+81-3-5245-1079  Fax:+81-3-5245-7517
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